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東淀川消防署
  「危機管理論」授業に協力しました   「大阪の消防大賞」を受賞しました  

城東消防署
  季節に応じた標語で火災予防   合同訓練を実施しました

大正消防署

旭消防署

で受賞し、愛娘である凪咲さんが受賞者の皆さまへ感
謝の作文を発表され、会場は穏やかな雰囲気に包まれ
ました。
　原田隊長の感慨もひとしおであったことでしょう。

　昨年10月に大正区内の
工場で、鋼板に脚を挟ま
れた男性を救出した活動
が、第41回「大阪の消防大
賞」に選出され、令和８年
７月10日（金）に大東市立
総合文化センターで表彰
式が行われました。
　当日は、大正特別救助
隊の原田祥吾隊長が代表
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消防署の “いま” を伝えます
大阪市内 25 署の最新の取組みや近況をご紹介するコーナーです。

　城東消防署では、市民の皆さまに防火・防災への関
心を高めていただくことを目的として、季節ごとの注意
喚起を取り入れた標語を作成し、庁舎前の電光掲示板
へ掲示しています。
　春は火災予防運動、夏は熱中症対策、秋は台風や防
災への備え、冬は暖房器具による火災予防など、その時
期に応じた内容を市民の皆さまへ分かりやすく発信し
ています。掲示板を通じて地域住民の皆さまへ身近に
情報を届け、防災意識の向上につなげられるよう、今後
も継続して広報活動に取り組んでまいります。

　令和８年度危険物安全週間に伴い、管内の事業所と
合同訓練を実施しました。
　事業所側は通報、初期消火及び避難訓練を実施し、
消防隊は今年度から旭消防署に配備されたLT車（高所
作業車）を使用しての救出訓練を実施しました。また、
訓練後には火災の傾向等の講義を実施し、近年増加傾
向にあるリチウムイオン電池に起因する火災など、身近
な火災危険に関する予防意識の向上を図りました。
　事業所と消防の連携を深め、危険物事故や火災の未
然防止に向けた実りのある機会となりました。

　東淀川消防署では産官学連携として、大阪成蹊大学 
経営学部公共政策コース３年生に講義を実施しまし
た。 
　消防・救急業務の概要や災害現場で消防職員が抱え
るリスクを伝えたのち、「火災件数や火災による死者を
減らすには？」「救急車の適正利用を促すには？」の２つ
の課題についてグループディスカッションを実施し、年
齢層に応じた広報媒体の活用や課題への対応策など、
活発に多くの意見が交わされました。

次回は、北、此花、中央、西、浪速、西淀川、東成、西成の８消
防署の様子をご紹介予定です。どうぞご期待ください。
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東住吉消防署
  日勤のやる気スイッチ

水上消防署
  バースデーがつなげる職場

　東住吉消防署では毎朝9時に日勤者全員でミーティ
ングを行っています。
　今日の出勤状況や業務予定に加えて、危険物安全週
間中には担当から危険物の豆知識を披露したり、予防
にアツい副署長からは近年の予防情勢にまつわるお話
があったり。ちょこっと休日の出来事を話したりすること
もあります。
　和やかなミーティングは日勤者を仕事モードに切り
替える、やる気スイッチになっています。
　さて、今日も１日頑張りましょう！！

　当署には毎月、職員が密かに注目する掲示物があり
ます。それは、顔写真付きの「職員バースデーボード」で
す。
　職員が自然と目にする場所に掲示しているため、「お
めでとうございます！」といった会話が生まれています。
　災害対応など緊張感のある職場だからこそ、こうし
た何気ないコミュニケーションは、職員同士のつながり
を深めるきっかけとなっています。
　この職員バースデーボードを通じて、今日も職場に
和やかな雰囲気が広がっています。

　近年は集中豪雨などの大雨が増え、河川の増水・氾
濫への備えが欠かせません。
　大和川の氾濫に備え、当署は水防団の指導で土嚢の
作り方を学ぶ水防訓練を実施しました。土の入れ方、袋
の縛り方、運搬時の安全確認を反復し、玄関や勝手口
など開口部への効果的な積み方も確認。
　今後も関係機関と連携し、地域の安全確保に努めま
す。

　6月10日（水）、管内で唯一「第4類危険物事業所火災
警防計画」の策定対象施設である、荒川化学工業株式
会社大阪工場と合同訓練を実施しました。
　訓練では、危険物貯蔵所で火災が発生した想定のも
と、自衛消防隊と連携を図りながら、消火・救助・情報伝
達の手順を確認し、最後は梯子車と化学車による一斉
放水で鎮圧しました。
　鶴見消防署は今後も、事業所との連携を強化し、市
民の皆さまが安心して暮らせる「災害に強いまち・安全
な都市」の実現を目指します。

鶴見消防署
  危険物安全週間に伴う合同訓練を実施

平野消防署
  水防訓練を実施しました
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